
事故件数（ＬＰガス）

■平成２４年からの事故概要別管内・全国事故件数の推移

 平成２９年（１月～１２月）の管内事故件数は６９件で、主に消費段階での漏えい事故が増加したことにより前年から１０件
増加した。また、平成２５年から消費段階での漏えい爆発・火災事故が減少し、平成２７年まで管内事故件数も減少傾向
にあったが、平成２８年以降、供給段階での漏えい事故が増加しことに伴い増加傾向に転じた。

 平成２９年事故概要別比率は、供給段階での漏えい３０件（４３％）、消費段階での漏えい爆発・火災２０件（２９％）、消費
段階での漏えい１８件（２６％）となり、消費段階での漏えい事故の占める割合が大幅に増加した。また、平成２５以降初め
てＣＯ中毒・酸欠事故なしとなった。

平成２９年事故概要別比率
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管内死傷者数（ＬＰガス）

■平成２５年からの事故概要別管内死傷者数の推移

 平成２９年の負傷者数は９名であり、前年に比べ１１名減少した。また、平成２５年以降、最も少ない死傷者数であったとと
もに初めて軽傷者のみとなった。

 平成２９年の事故概要別の死傷者数は、消費段階での漏えい爆発・火災が８名（８９％） 、供給段階での漏えい爆発・火災
が１名（１１％）となっており、平成２５年以降、初めてＣＯ中毒・酸欠による死傷者数の発生がなかった。

平成２９年事故概要別死傷者数比率
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